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１　

条
例
制
定
の
背
景
・
経
緯

（
１
）
宮
津
市
の
概
要

宮
津
市
は
京
都
府
の
北
西
部
に
位
置
す
る
、
人
口

約
１
万
７
０
０
０
人
の
小
規
模
な
自
治
体
で
す
。

日
本
三
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
特
別
名
勝
「
天

橋
立
」
を
始
め
、
美
し
い
海
岸
線
や
大
江
山
連
峰
、

世
屋
高
原
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
年
間
約

３
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
・
中
世
以
降
は
丹
後
地

方
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
宗
教
の
中
心
地
と
し
て
、

江
戸
期
に
は
北
前
船
の
西
廻
り
航
路
の
寄
港
地
と
し

て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
宮
津
市
の
主
要
産
業
は
、
観
光
業
を
始
め

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、豊
か
な
自
然
や
歴
史
・

文
化
等
の
魅
力
を
活
か
し
、
観
光
消
費
額
向
上
や
地

域
経
済
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
市
の
人
口
は
、
市
政
の
施
行
以
来
一
貫
し
て
減

少
し
続
け
て
お
り
、
今
後
様
々
な
分
野
で
担
い
手
が

不
足
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
山
林
や
農
地
の
管
理
、
海
洋
の
水
質
改
善

や
ご
み
対
策
、
樹
木
や
生
物
の
保
全
な
ど
、
天
与
の

財
産
で
あ
る
自
然
環
境
を
ど
の
よ
う
に
次
代
へ
引
き

継
い
で
い
く
か
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
経
済
・
社

会
・
環
境
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
早
期
に
持
続
可
能
な

ま
ち
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
２
）
課
題
①
：
自
然
環
境
・
地

球
環
境
の
保
全
に
対
す
る
取
組

の
強
化

地
球
温
暖
化
防
止
や
海
洋
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
等
へ
の
対
応

を
契
機
と
し
て
、
国
に
お
い
て
は

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、

地
球
環
境
の
保
全
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
係
る
資
源

循
環
の
重
要
性
は
よ
り
一
層
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

【条例制定の事例】

京都府宮津市
宮津市プラスチック等資源循環の促進等に関する
条例
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　「天橋立」を始めとする豊かな自然が広がる宮津市では、自然環境、地球環境の保
全に関する課題解決に向けて、「宮津市プラスチック等資源循環の促進等に関する条例」
を制定した。循環型社会、脱炭素社会、自然共生社会の実現を目指して、市民、事業者、
観光客等と協力しながら様々な資源循環の取組を進めていく。

宮津市市民環境部 
市民環境課主査

井上　一希日本三景の一つ「天橋立」



特
集
ご
み
ゼ
ロ
の
実
現
と
自
治
体
―
循
環
型
社
会
の
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
―
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こ
れ
ま
で
の
宮
津
市
の
廃
棄
物
処
理
行
政
は
、
廃

棄
物
の
「
処
理
」
の
側
面
に
大
き
な
力
を
注
い
で
来

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ご
み
の
分
別
品
目
の
細
分

化
に
よ
る
資
源
化
や
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
よ
る

ご
み
減
量
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
は
資
源

化
率
の
上
昇
や
ご
み
量
の
減
少
と
い
っ
た
数
字
に
着

実
に
現
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
球
温
暖
化
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問

題
へ
の
対
応
、
循
環
型
社
会
の
実
現
な
ど
、
現
在
人

間
社
会
が
直
面
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
か

ら
、
宮
津
市
の
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
全
体
を
見
直

し
て
い
く
と
い
う
視
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取

組
の
中
で
不
十
分
で
あ
っ
た
部
分
で
あ
り
、
市
民
等

に
対
す
る
情
報
発
信
や
啓
発
も
十
分
に
行
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
地
球
環
境
保
全
の
課
題
へ

の
取
組
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
宮
津

市
の
宝
で
あ
る
「
日
本
三
景
天
橋
立
」
を
始
め
と
す

る
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
も
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。

自
然
環
境
、
地
球
環
境
の
保
全
の
課
題
は
宮
津
市

に
と
っ
て
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

（
３
）
課
題
②
：
市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
量
の
削

減

宮
津
市
全
体
の
ご
み
排
出
量
を
市
民
の
人
口
で

割
っ
た
、
市
民
一
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
は

１
０
３
０
ｇ
／
人
／
日
で
、
京
都
府
全
体
の
８
０
０
ｇ

や
全
国
平
均
９
３
０
ｇ
と
比
較
し
て
か
な
り
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
宮
津
市
が
日
本
三
景
天
橋
立
を
有
す
る

観
光
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
に
対
し
て
宮
津

市
を
訪
れ
る
観
光
客
等
が
多
く
、
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
が
一
人
当
た
り
ご

み
量
の
数
値
に
大
き
く
表
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

宮
津
市
は
近
隣
の
与
謝
野
町
及
び
伊
根
町
と
共
同

で
ご
み
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
処
理
に
要

す
る
経
費
は
ご
み
量
の
割
合
に
応
じ
て
分
担
し
て
お

り
、
相
対
的
に
多
く
の
ご
み
量
を
排
出
し
て
い
る
宮

津
市
に
と
っ
て
、
ご
み
処
理
に
係
る
分
担
金
は
大
き

な
財
政
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
始
め
と
す
る
様
々

な
資
源
の
循
環
に
よ
り
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や
資
源

化
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

（
４
）
課
題
解
決
に
向
け
た
条
例
の
制
定

前
述
の
よ
う
な
一
人
当
た
り
の
ご
み
量
の
削
減

や
、
宮
津
市
の
自
然
環
境
、
ひ
い
て
は
地
球
環
境
の

保
全
に
関
す
る
課
題
解
決
の
た
め
、「
宮
津
市
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
等
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
」

を
策
定
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
始
め
と
す
る
資
源
の

循
環
に
取
り
組
み
、
脱
炭
素
社
会
、
循
環
型
社
会
、

自
然
共
生
社
会
を
構
築
し
、
も
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
資
源
循
環
の
促
進
の
取
組
を
推
進
し
て

い
く
に
当
た
り
、
各
種
の
行
政
計
画
等
に
そ
の
内
容

を
落
と
し
込
む
こ
と
で
取
組
を
進
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
可
能
で
し
た
が
、
あ
え
て
「
条
例
」
と
い
う

地
方
公
共
団
体
の
自
治
の
中
で
も
最
も
重
み
の
あ
る

形
を
と
っ
た
こ
と
は
、
宮
津
市
と
し
て
こ
れ
か
ら
真

剣
に
環
境
の
課
題
に
取
り
組
み
、
後
世
に
豊
か
な
自

然
を
残
し
た
い
と
い
う
決
意
の
表
れ
で
あ
る
と
と
も

に
、こ
の
理
念
を
行
政
だ
け
で
な
く
市
民
や
事
業
者
、

宮
津
を
訪
れ
る
観
光
客
等
に
も
強
く
訴
え
か
け
、
取

組
を
大
き
く
広
げ
て
行
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ

た
た
め
で
す
。

２　

条
例
の
内
容
・
特
徴

（
１
）
条
例
の
特
徴

今
回
制
定
し
た
条
例
は
、
行
政
・
市
民
・
事
業
者
・

観
光
旅
行
者
等
の
全
て
の
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
資
源
循
環
に
取
り
組
み
、
循

環
型
社
会
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
理
念
条
例
で
す
。

そ
の
た
め
、
行
政
自
身
に
は
資
源
循
環
の
促
進
等

に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
「
義
務
」
を
課
す
一
方

で
、
市
民
や
事
業
者
、
観
光
旅
行
者
等
に
は
資
源
循

環
に
積
極
的
、
自
主
的
に
取
り
組
む
「
努
力
義
務
」

と
し
、
規
制
や
罰
則
と
い
っ
た
規
定
は
設
け
て
い
ま
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力
し
て
資
源
循
環
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
定
め

て
い
る
た
め
、利
害
関
係
者
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
条
例
案
を
固
め
市
議
会
に
提
案
す
る

ま
で
に
は
、
市
民
代
表
者
や
学
識
経
験
者
等
で
構
成

さ
れ
る
宮
津
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
繰
り

返
し
議
論
す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
丁
寧
に
策

定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
皆
さ
ん
の
意
見
と
し
て
一
致
し

て
い
た
の
は
、
様
々
な
関
係
者
が
楽
し
み
な
が
ら
、

自
発
的
に
資
源
循
環
に
取
り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
と
い
う
点
で
し
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
取
り
入
れ
、
条
例
の
文
章
は
で

き
る
限
り
平
易
な
表
現
で
市
民
や
事
業
者
等
に
分
か

り
や
す
く
理
念
を
伝
え
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
と
も

に
、
市
民
等
の
自
主
的
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

措
置
と
し
て
、
市
が
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ

と
等
を
条
例
の
内
容
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

３　

条
例
に
基
づ
い
た
取
組
・
今
後
の
展
望

令
和
５
年
１
月
１
日
に
本
条
例
を
施
行
し
ま
し
た

が
、
令
和
５
年
度
は
、
本
条
例
に
基
づ
く
「
基
本
指

針
」
の
策
定
に
向
け
、
宮
津
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進

審
議
会
で
引
き
続
き
議
論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
資
源
循
環
や
ご
み
減
量
化
に
関
す
る
様
々

な
実
証
事
業
を
宿
泊
事
業
者
等
と
連
携
し
な
が
ら
実

施
し
、
基
本
指
針
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

せ
ん
。

ま
た
、
基
本
的
施
策
と
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資

源
循
環
の
促
進
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の

推
進
、
環
境
教
育
及
び
学
習
の
推
進
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
、具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
は
、

今
後
策
定
す
る
「
基
本
指
針
」
で
定
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

︿
参
考
：
主
な
条
例
の
内
容
﹀

第
１
章　

総
則

〇
市
・
事
業
者
・
市
民
・
観
光
旅
行
者
等
の
責
務

〇
基
本
指
針
の
策
定

第
２
章　

資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
基
本
的
な

施
策

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
の
促
進
等

〇
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
推
進

〇
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
教
育
及
び
学
習

の
推
進
等

〇
市
民
等
の
自
主
的
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

措
置

〇
資
源
循
環
を
促
進
す
る
事
業
所
の
認
定

（
２
）
条
例
の
制
定
に
当
た
っ
て

本
条
例
は
京
都
府
下
で
は
前
例
の
な
い
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
に
大
き
く
焦
点
を
当
て
た
条
例

で
す
。
ま
た
、
市
民
や
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
本
市

を
訪
れ
る
観
光
旅
行
者
等
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協

い
ま
す
。

条
例
の
制
定
は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
ま
だ

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
脱
炭
素
社
会
、
循

環
型
社
会
、自
然
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
市
民
、

事
業
者
、
観
光
客
等
の
あ
ら
ゆ
る
主
体
と
協
力
し
な

が
ら
取
組
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
行
政
と

し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


